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令
和
３
年
４
月
に
現
職
に

就
任
し
、
そ
れ
ま
で
は
内
分

泌
診
療
の
専
門
と
い
う
立
場

で
教
育
に
携
わ
っ
て
き
た
と

こ
ろ
か
ら
、
今
は
教
育
を
専

任
と
し
た
立
場
に
活
動
の
場

を
移
し
て
い
る
。
そ
ん
な
中

で
感
じ
る
医
学
教
育
の
こ
れ

ま
で
と
こ
れ
か
ら
に
つ
い

て
、
思
う
と
こ
ろ
を
述
べ
た

い
。

　

私
が
医
学
部
を
卒
業
し
た

の
は
平
成
９
年
で
、
そ
の
こ

ろ
と
比
較
す
る
と
、
今
の
医

学
教
育
は
大
き
く
進
歩
・
改

善
し
た
と
感
じ
る
。
私
の
在

学
時
は
、
解
剖
学
や
内
科
学

の
試
験
は
、
7
割
以
上
の
学

生
が
1
回
目
で
合
格
を
も
ら

え
な
か
っ
た
。
今
だ
と
、
そ

ん
な
状
況
が
あ
っ
た
ら
、
教

え
る
側
に
問
題
が
あ
る
と
糾

弾
さ
れ
て
し
ま
う
。
卒
前
臨

床
実
習
も
、
以
前
の
見
学
型

中
心
と
比
べ
、
診
療
参
加
型

が
か
な
り
浸
透
し
て
き
た
と

思
う
。
現
在
の
医
学
教
育
の

質
が
保
た
れ
て
い
る
の
は
、

日
本
医
学
教
育
評
価
機
構

（
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｍ
Ｅ
）
に
よ
る
助

言
の
下
、
各
大
学
が
教
育
専

任
の
教
官
を
配
置
す
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
は
大
き
い
。

　

一
方
、
今
後
解
決
す
べ
き

課
題
に
も
ふ
れ
て
お
き
た

い
。
1
つ
は
、
教
育
専
門
家

の
孤
立
で
あ
る
。
事
実
、
医

師
働
き
方
改
革
の
課
題
も
抱

え
る
現
場
で
、
教
育
専
任
教

官
か
ら
求
め
ら
れ
る
教
育
体

制
は
、
実
現
困
難
と
感
じ
る

部
分
も
あ
る
と
思
う
。
し
か

し
、
医
療
を
支
え
る
原
点
は

教
育
に
あ
る
こ
と
を
今
一
度

思
い
起
こ
し
て
ほ
し
い
。
私

の
医
師
と
し
て
の
基
盤
も
、

若
い
こ
ろ
に
受
け
た
教
育
に

あ
る
と
常
々
感
じ
る
。
各
教

員
が
所
属
す
る
基
幹
学
会
と

医
学
教
育
学
会
が
連
携
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
実

現
可
能
な
教
育
体
制
を
考
え

る
機
会
を
増
や
す
こ
と
も
必

要
か
も
し
れ
な
い
。

　

も
う
1
つ
の
課
題
は
、
学

生
成
績
の
二
極
化
で
あ
る
。

質
の
高
い
医
学
教
育
は
、
積

極
性
の
高
い
学
生
に
と
っ
て

は
大
き
く
資
質
・
能
力
を
伸

ば
す
こ
と
を
後
押
し
し
て
く

れ
る
。
こ
の
問
題
は
、
教
育

の
質
が
上
が
る
と
必
然
的
に

生
じ
て
く
る
宿
命
と
言
っ
て

よ
い
。
こ
の
二
極
化
を
ど
う

解
消
す
る
か
は
、
な
か
な
か

よ
い
答
え
が
見
つ
か
ら
な

い
。
私
は
今
も
、
日
々
そ
の

答
え
探
し
に
奮
闘
し
て
い

る
。

（
防
衛
医
科
大
学
校　

医
学

教
育
研
修
セ
ン
タ
ー　

教
育

改
革
・
計
画
部
門
教
授

�

栗
原
勲　

76
回
）

早
野
元
詞（
整
86
相
当
）、足
立
剛
也（
皮
86
回
）、

石
川
哲
朗
・
桜
田
一
洋（
石
井
・
石
橋
記
念
講
座（
拡
張
知
能
医
学
））

医学部・病院・医学研究科
新執行部発足

医学研究科委員長
内科学（消化器）教室

教授

金井 隆典
（67回）

医学研究科副委員長
医化学教室
教授

佐藤 俊朗
（76回）

医学研究科委員長補佐

内科学（血液）教室
教授

片岡 圭亮
（84相当）

（博士課程）
医学研究科委員長補佐

先端医科学研究所（脳科学研究部門）
教授

田中 謙二
（76回）

（修士課程）

副医学部長

医学教育統轄センター
教授

門川 俊明
（70回）

（教育、学部教育改革、国際）
副医学部長

内科学（循環器）教室
教授

家田 真樹
（74回）

（研究、新研究領域開拓、病院連携）

副医学部長

整形外科学教室
教授

中村 雅也
（66回）

（イノベーション）病院長
整形外科学教室

教授

松本 守雄
（65回）

　
医 

学 

部

　
医
学
研
究
科

　
病
　
　
院

病院長補佐

外科学（呼吸器）教室
教授

朝倉 啓介
（81回）

（医師働き方改革、医療連携）

副病院長

放射線科学（診断）教室
教授

陣崎 雅弘
（66回）

（医療DX（医療情報、AIホスピタル）、バイオバンク、
予防医療センター・移転拡張事業、個人情報保護）

病院長補佐

小児科学教室
教授

鳴海 覚志
（80回）

（病床機能最適化、医療連携）
病院長補佐

医学部
准教授

藤澤 大介
（77回）

（医療安全、医療質向上、臨床倫理）

副病院長

外科学（心臓血管）教室
教授

志水 秀行
（65回）

（医療安全管理責任者、病院
運営（入院・手術））　　　

副病院長

精神・神経科学教室
教授

内田 裕之
（77回）

（病院運営（外来）、患者サービ
ス、広報、保険診療、医療質向上）

副病院長

内科学（リウマチ・膠原病）教室
教授

金子 祐子
（76回）

（臨床研究推進、ダイバーシ
ティ、人材育成・教育研修）

副病院長

救急医学教室
教授

佐々木 淳一
（68回）

（病院運営（救急）、BCP、国際対応）
副病院長

内科学（呼吸器）教室
教授

福永 興壱
（73回）

（病院運営（入院・病床稼働管理）、医療連
携、医療材料最適化、医師働き方改革）

　医学部、慶應義塾大学病院、大学院医学研

究科において新しい執行部が発足しました。

新執行部の体制を紹介するとともに、医学部

長／医学研究科委員長、病院長の就任挨拶を

２面に掲載します。

　

令
和
5
年
度
三
四
会
全
国

支
部
長
会
は
、
9
月
30
日

（
土
）18
時
か
ら
オ
ー
ク
ラ
東

京
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
タ
ワ
ー
１

階
、曙
の
間
で
開
催
さ
れ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
5
類

に
な
り
、4
年
ぶ
り
に
、懇
親

会
を
伴
う
従
来
通
り
の
現
地

参
加
形
式
が
可
能
と
な
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
蔓
延
が
落

ち
着
か
な
い
中
に
も
関
わ
ら

ず
、
全
国
よ
り
、
遠
方
は
沖

縄
、
高
知
、
山
口
、
広
島
、

岡
山
、
青
森
、
山
形
、
京

都
、
奈
良
、
富
山
、
東
海
、

群
馬
、
栃
木
の
支
部
長
を
は

じ
め
計
32
名
の
支
部
長
（
支

部
長
代
理
を
含
む
）
に
参
加

し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、

今
回
は
、
慶
應
義
塾
長
の
伊

藤
公
平
塾
長
、
菅
沼
安
嬉
子

連
合
三
田
会
会
長
（
47
回
）

に
も
ご
参
加
い
た
だ
い
た
。

　

会
は
、
塾
歌
の
演
奏
に
始

ま
り
、
ま
ず
は
武
田
純
三
三

四
会
会
長
（
52
回
）
か
ら
の

開
会
の
辞
、
そ
し
て
ご
参
加

い
た
だ
い
た
支
部
長
へ
の
感

謝
を
述
べ
ら
れ
、
三
四
会
の

現
状
、
三
四
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
・
会
員
管
理
シ
ス
テ
ム
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
説
明
、
ま

た
、
長
年
、
支
部
担
当
理
事

に
従
事
い
た
だ
い
た
堀
内
行

雄
先
生
（
52
回
）
へ
の
謝

辞
、
そ
し
て
支
部
担
当
理
事

が
齋
藤
淳
一
（
72
回
）
に
変

更
に
な
っ
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
。

　

支
部
長
代
表
挨
拶
で
は
、

山
口
県
支
部
長
の
黒
川
健
甫

先
生（
43
回
）よ
り
、
久
し
ぶ

り
に
対
面
式
で
全
国
支
部
長

会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
の
喜

び
と
感
謝
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

次
い
で
、
伊
藤
公
平
塾
長

よ
り
、
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い

た
。
慶
應
義
塾
で
の
人
材
育

成
の
た
め
、
塾
生
に
話
し
あ

っ
て
も
ら
う
「
塾
生
会
議
」

に
医
学
部
生
も
か
な
り
参
加

し
て
い
る
こ
と
、
慶
應
義
塾

の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
数
が

増
え
て
き
て
お
り
、
医
学
部

発
の
も
の
も
多
く
、
理
工
学

部
な
ど
他
学
部
と
連
携
し
さ

ら
に
充
実
さ
せ
て
い
く
こ

と
、
そ
し
て
私
立
と
国
立
で

は
、
国
の
学
生
へ
の
補
助
金

が
異
な
り
、
ま
た
塾
員
か
ら

の
寄
付
で
支
え
て
い
た
学
生

へ
の
補
助
も
以
前
よ
り
減
っ

て
い
る
こ
と
よ
り
、「
ふ
る

さ
と
納
税
」
を
通
し
た
慶
應

義
塾
へ
の
支
援
の
協
力
を
ご

依
頼
さ
れ
た
。

　

菅
沼
安
嬉
子
連
合
三
田
会

会
長
は
、
ご
自
身
が
三
四
会

理
事
に
な
ら
れ
た
時
は
、
役

員
は
女
性
一
人
だ
け
で
あ

り
、
ご
自
身
が
提
案
さ
れ
た

医
師
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
支
援
活

動
（
当
初
は
女
性
会
員
支
援

が
目
的
だ
っ
た
）
の
立
ち
上

げ
と
全
国
支
部
長
会
の
開
催

に
つ
い
て
、
現
在
ま
で
続
い

て
い
る
こ
と
へ
の
感
謝
が
述

べ
ら
れ
た
。
ま
た
、
会
長
で

な
い
と
定
め
ら
れ
な
い
、
連

合
三
田
会
会
長
の
定
年
制
を

定
め
、
こ
の
令
和
5
年
度
連

合
三
田
会
大
会
を
も
っ
て
、

連
合
三
田
会
会
長
の
職
を
辞

す
る
こ
と
を
報
告
さ
れ
た
。

会
場
は
、
こ
れ
ま
で
の
菅
沼

先
生
の
ご
貢
献
に
対
す
る
感

謝
の
拍
手
に
包
ま
れ
た
。

　

金
井
隆
典
医
学
部
長
（
67

回
）
は
、
岡
山
県
支
部
長
の

椿
原
彰
夫
先
生
（
57
回
）
か

ら
の
地
域
か
ら
の
入
学
者
減

少
を
危
惧
し
た
「
地
域
枠
の

導
入
」
の
ご
意
見
に
も
言
及

さ
れ
、
関
東
以
外
か
ら
の
受

験
者
が
減
少
し
て
い
る
状
況

を
お
話
し
さ
れ
、
授
業
料
を

軽
減
す
る
た
め
の
基
金
の
設

立
を
医
学
部
と
し
て
目
指
し

た
い
と
述
べ
ら
れ
た
。
ま

た
、
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

の
最
先
端
の
研
究
成
果
に
関

し
て
報
告
さ
れ
た
。

　

松
本
守
雄
病
院
長
（
65

回
）
か
ら
、
コ
ロ
ナ
後
の
慶

應
義
塾
大
学
病
院
の
現
状
、

慶
應
義
塾
大
学
病
院
が
昨
年

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
た
こ

と
、
ま
たAI

ホ
ス
ピ
タ
ル
と

し
て
の
成
果
、
そ
し
て
今

秋
、
新
た
に
な
る
予
防
医
療

セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
説
明
が

な
さ
れ
た
。

　

こ
こ
で
、
司
会
か
ら
、
令

和
5
年
10
月
か
ら
任
命
さ
れ

る
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
・

病
院
の
新
執
行
部
メ
ン
バ
ー

が
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て
紹
介

さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
古
梶
清
和
三
四

会
副
会
長
（
63
回
）
よ
り
、

新
た
に
な
っ
た
三
四
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
そ
し
て
会
員
管

理
シ
ス
テ
ム
・
マ
イ
ペ
ー
ジ

に
関
し
て
、
実
際
の
画
面
を

共
有
し
な
が
ら
の
説
明
を
行

い
、
特
に
マ
イ
ペ
ー
ジ
の
掲

示
板
を
用
い
た
、
支
部
会
の

連
絡
に
関
し
て
述
べ
ら
れ
、

掲
示
板
を
用
い
て
の
更
な
る

支
部
会
の
活
性
化
を
お
願
い

し
た
。

　

島
﨑
美
奈
子
三
四
会
副
会

長
（
61
回
）
が
、
閉
会
の
辞

を
述
べ
、
三
四
会
全
国
支
部

長
会
は
い
っ
た
ん
閉
会
し
、

懇
親
会
会
場
へ
移
動
し
た
。

　

懇
親
会
は
、
司
会
を
山
上

淳
三
四
会
理
事
（
77
回
）
に

交
代
し
、
渡
辺
真
純
三
四
会

副
会
長
（
64
回
）
が
、
開
会

の
辞
を
述
べ
た
。

　

乾
杯
の
ご
発
声
は
、
世
田

谷
区
支
部
長
の
岡
田
菊
三
先

生
（
46
回
）
に
お
願
い
し
、

挨
拶
と
と
も
に
乾
杯
が
行
わ

れ
た
。

　

し
ば
ら
く
の
歓
談
の
後
、

医
学
部
・
病
院
の
新
執
行
部

で
会
に
ご
出
席
の
佐
々
木
淳

一
副
院
長（
68
回
）、
内
田
裕

之
副
院
長（
77
回
）、
鳴
海
覚

志
病
院
長
補
佐（
80
回
）、
朝

倉
啓
介
病
院
長
補
佐（
81
回
）

よ
り
、
ご
挨
拶
を
賜
っ
た
。

　

引
き
続
い
て
、
参
加
し
て

い
た
だ
い
た
支
部
長
全
員
に

学
年
の
上
の
方
か
ら
順
番
に

一
人
2
分
の
持
ち
時
間
で
、

三
四
会
支
部
の
近
況
を
含
め

た
ご
意
見
や
ご
要
望
を
い
た

だ
い
た
。
久
し
ぶ
り
の
顔
の

見
え
る
大
人
数
が
参
加
し
た

現
地
開
催
で
、
会
は
予
想
以

上
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　

古
梶
清
和
三
四
会
副
会
長

に
よ
る
閉
会
の
辞
の
後
、
元

応
援
指
導
部
の
山
上
淳
三
四

会
理
事
の
指
揮
の
元
、
恒
例

の
如
く
肩
を
組
ん
で
の
「
若

き
血
」
の
斉
唱
・
エ
ー
ル
に

て
、
会
は
締
め
く
く
り
、
散

会
と
な
っ
た
。

（
支
部
担
当
理
事

�

齋
藤
淳
一　

72
回
）

　

健
康
医
療
領
域
に
お
け
る

Ａ
Ｉ
の
活
用
は
、
そ
の
重
要

性
が
声
高
に
指
摘
さ
れ
る
一

方
で
、
他
領
域
と
比
較
し
て

担
い
手
と
な
る
人
材
育
成
が

十
分
に
は
進
ん
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
Ａ
Ｉ
人
材
と
健
康

医
療
従
事
者
の
垣
根
は
大
き

く
、
実
用
化
に
向
け
た
取
り

組
み
も
漠
然
と
し
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。
慶
應
義
塾
大

学
を
代
表
機
関
と
す
る
「
誰

も
が
参
加
し
繋
が
る
こ
と
で

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
実
現

す
る
都
市
型
ヘ
ル
ス
コ
モ
ン

ズ
共
創
拠
点
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
リ
ー
ダ
ー　

中
村
雅
也
教

授
）」
は
、
令
和
４
年
度　

次
世
代
を
担
う
人
材
育
成
支

援
に
も
追
加
採
択
さ
れ
、
人

材
育
成
事
業
と
し
て
２
０
２

３
年
９
月
「
健
康
医
療
Ａ
Ｉ

デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｍ

Ａ
Ｐ
）」
ハ
ッ
カ
ソ
ン
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
当

事
者
に
寄
り
添
い
、
困
り
事

や
ニ
ー
ズ
を
理
解
し
た
上

で
、
医
療
／
ヘ
ル
ス
ケ
ア
デ

ー
タ
、
Ａ
Ｉ
技
術
を
用
い
て

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
都
市

型
ヘ
ル
ス
コ
モ
ン
ズ
共
生
社

会
の
実
現
を
推
進
す
る
次
世

代
の
人
材
の
育
成
を
目
指
す

も
の
で
す
。
全
国
か
ら
多
様

な
学
生
、
医
師
、
研
究
者
、

企
業
等
の
方
々
に
ご
参
加
い

た
だ
い
た
今
回
の
ハ
ッ
カ
ソ

ン
で
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
／
ア

ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
を
テ
ー
マ

に
、
医
療
デ
ー
タ
を
活
用
し

て
患
者
さ
ん
に
寄
り
添
う
サ

ー
ビ
ス
の
提
案
と
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
化
を
行
い
ま
し
た
。

メ
ン
タ
ー
と
し
て
、
人
材
育

成
・
ア
レ
ル
ギ
ー
・
Ａ
Ｉ
を

担
う
筆
者
ら
に
加
え
、
シ
ス

テ
ム
デ
ザ
イ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
研
究
科
の
真
鍋
薫
子
先

生
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
初
日
に
は
、
慶
應
義

塾
大
学
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス

で
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
や

ワ
ー
ク
を
行
っ
た
ほ
か
、
ゲ

ス
ト
に
一
般
社
団
法
人
ア
ニ

サ
キ
ス
ア
レ
ル
ギ
ー
協
会
の

皆
様
を
お
招
き
し
、
疾
患
当

事
者
の
方
か
ら
の
リ
ア
ル
な

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
当
事

者
視
点
で
の
サ
ー
ビ
ス
開
発

に
向
け
て
、
各
チ
ー
ム
で
白

熱
し
た
議
論
が
展
開
さ
れ
、

予
定
時
間
終
了
後
も
、
参
加

者
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン

グ
な
ど
、
活
発
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

２
週
間
の
チ
ー
ム
活
動
を

積
み
重
ね
、
９
月
23
日
の
最

終
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

（Demo�Day

）
の
日
を
迎

え
ま
し
た
。
産
学
官
の
研
究

機
関
が
集
ま
る
殿
町
キ
ン
グ

ス
カ
イ
フ
ロ
ン
ト
を
舞
台

に
、
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
当
事

者
や
そ
の
家
族
な
ど
の
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
実
現
す
る

た
め
の
様
々
な
ア
イ
デ
ア
が

示
さ
れ
、
自
宅
で
手
軽
に
で

ア
を
提
案
し
た
チ
ー
ム
が
見

事
最
優
秀
賞
を
勝
ち
取
り
ま

し
た
。
患
者
団
体
の
方
か
ら

は
、「
一
人
ひ
と
り
の
事
例

を
丁
寧
に
掬
う
積
み
重
ね
を

大
切
に
さ
れ
て
い
る
皆
様
の

活
動
に
触
れ
、
大
変
嬉
し

く
、
あ
り
が
た
く
感
じ
て
お

り
ま
す
」
と
い
う
言
葉
が
あ

り
、
ま
さ
に
Ａ
Ｉ
時
代
の
患

者
・
市
民
参
画
を
具
現
化
す

る
取
り
組
み
と
ご
評
価
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
ヘ
ル
ス
コ
モ
ン
ズ

共
創
拠
点
で
は
、
産
官
学
民

の
力
を
結
集
し
た
ヘ
ル
ス
コ

モ
ン
ズ
共
生
社
会
を
実
現
す

る
た
め
、
学
生
や
研
究
者
、

企
業
や
自
治
体
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
け
る
人
材
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
Ｍ
Ａ
Ｐ
）
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。
来
年
以

降
の
テ
ー
マ
も
募
集
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
興
味
の
あ

る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い�

（https://www.health-
commons.com/contact/

）。

全国各地から集まった参加者たち

肩を組んで「若き血」を斉唱

伊
藤
公
平
塾
長

菅
沼
安
嬉
子
連
合
三
田
会
会
長

青
森
か
ら
沖
縄
ま
で
32
名
の
支
部
長
が
参
加

き
る
ア
ナ
フ
ィ

ラ
キ
シ
ー
検
査

と
そ
の
ビ
ジ
ネ

ス
化
の
ア
イ
デ

　９月末に開催された三四会全国支部長会議において、伊藤
公平塾長による「慶應義塾　ふるさと納税」についてのお願
いスピーチがありました。港区へのふるさと納税を通して、
慶應義塾を支援できるという仕組みです。港区への寄付金の
７割が、慶應義塾への補助金として交付されるのです。
　今年の４月初めに送られてきたハガキには、手続きのため
のQRコードがついていました。半年前のハガキをなくして
しまった方も心配はいりません。
　PCなどで「慶應義塾　ふるさと」と検索すれば、慶應義
塾基金室のふるさと納税のページが出てきます。塾長からの
メッセージ動画とともに、申し込みボタンが画面の下に現れ
ます。ボタンをクリックすると、Googleフォームでの申請ペ
ージにつながります。申請すれば、２週間ほどで港区から納
付書が送られてきます。納付書で入金すると、領収証が港区
から送られてきます。返礼品はありません。三田評論への掲
載もありません。
　三田がある港区への寄付ですが、慶應義塾への補助金とな
って、塾生のために使われます。医学部の生徒のためにも活
用されますので、ご安心ください。三四会のみなさまのご協
力をお願いいたします。� （近藤太郎　68回）

港区版ふるさと納税×慶應義塾について

医学部長

内科学（消化器）教室
教授

金井 隆典
（67回）

副医学部長

歯科・口腔外科学教室
教授

中川 種昭
（64相当）

（広報、塾連携、協生環境）
副医学部長

衛生学公衆衛生学教室
教授

武林 　亨
（68回）

（プロボスト、総務、倫理、
学部間連携、未来医療）

副医学部長

解剖学教室
教授

久保田 義顕
（79回）

（若手人材育成、基礎医学改革、
大学院連携）

三
四
会
全
国
支
部
長
会
開
催

令
和
５
年
度

―
Ｃ
Ｏ
Ｉ
‐
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ 

健
康
医
療

　

Ａ
Ｉ
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
催
報
告
―

患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
事
例
を

Ａ
Ｉ
を
用
い
て
丁
寧
に
掬
う


